
　 2022 年 9 月 14 日㈬から 16 日㈮までの 3 日
間，日本セラミックス協会第 35 回秋季シンポジ
ウムが開催された。ご存じの方も多いと思うが，
日本セラミックス協会はセラミックスに関する
科学・技術の情報交流を目的として春には年会，
秋にはシンポジウムを開催している。今回はそ
の 35 回目となる秋季シンポジウムが徳島大学
で開催された。会場となった徳島大学常三島キ
ャンパスは最寄りの JR 徳島駅から約 20 分ほ
ど歩いた場所にあり，会場にたどり着くまでに
は緑の豊かな徳島中央公園や流れの穏やかな助
任川がある。キャンパスの周辺は程よい自然に
囲まれており，期間中は清々しい秋晴れの陽気
に包まれていたこともあって非常にのどかな雰
囲気の中での開催となった。
　今年の秋季シンポジウムは，25 のセッション
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と 2 つの特別セッションの合計 27 のセッショ
ンから構成され，ほとんどのセッションでは現
地とオンラインのどちらからでも参加できるハ
イブリット形式での開催であった。私は現地で
参加したが，会場を見渡すと密を避けつつも予
想以上の参加者がおり，中には席がすべて埋ま
って参加者が立って聴講している発表もあっ
た。また，発表中には現地で参加しながらも手
元のパソコンでオンライン会場にアクセスして
スライドを閲覧している参加者も見られ，ハイ
ブリット開催ならではの光景であった。個人的
には約 2 年ぶりの現地参加で発表時に参加者の
リアクションを確認できることや，オンライン
よりもコミュニケーションが取りやすいといっ
た現地でしか得られないメリットを改めて実感
した。オンライン参加にも移動に時間がとられ
ないことや，ネット環境があればどこからでも
参加できることなどのメリットはあるが，今後
もできるだけ現地で参加したいと感じた。また，
このハイブリット形式の開催にあたり対面の参
加者とオンラインの参加者が発表・質疑・討論
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できるように，従来の対面・オンラインのどち
らかの発表形式と比べ複雑な導線が組まれてい
た。発表中も時折，映像や音声トラブルが発生
していたことからも，ハイブリット開催の大変
さが窺えた。そのような中で，会場運営や準備
をしてくださった方々には本当に頭が上がらな
い思いでいっぱいである。
　さて，セッションの内容としては，2021 年 5
月の国連総会にて，2022 年が国際ガラス年とし
て定められたこともあり，特別セッションであ
る SDGs のセッションでは持続可能な社会の実
現に関するガラス材料の発表が多く行われた。
内容としては昨今の情報通信へのガラス材料の
寄与やガラス製造の高効率化，正極材料として
のガラス材料などのプロダクトに近い研究が紹
介された。私はこれまでガラス材料の物性と構
造の相関を明らかにして，それを活かした高機
能ガラスを合成することで社会に還元するとい
った視点でしか自身の研究を捉えられていなか
った。そのため，滋賀県立大学の松岡先生の溶
融プロセスを高効率化することでガラス製造時
に発生する CO2 排出量を減らすという研究か
らは，材料だけではなく，製造プロセスにアプ
ローチすることで SDGs およびカーボンニュー
トラルに貢献するといった手法があるだという
気づきがあった。また，そのほかの発表からも
学術的な側面以外でも，ガラス材料を取り巻く
環境も含めた広い視野で課題を発見し，その課
題解決のために自身の研究を進め，価値を高め
ていく考え方は今回の秋季大会で得た学びの一
つである。
　今回開催された 27 のセッションのうちガラ
スに関する討論は主に S 会場で行われた。私は
去年度まで主に結晶材料を扱っており，ガラス
材料の合成方法や解析手法などへの知識が乏し
い。そのため，理解できた内容はノートにまと
め，聞いたことがない単語や測定手法について
は後で調べられるようにメモを取っていると，
常にメモを取りながらセッションを聴くといっ
た状況になっていた。そんな私にとってすべて

の発表が学びの連続であったが，その中でも特
に印象に残った発表についてクローズアップし
ながら報告させていただく。
　初日の 14 日㈬のセッションは午後から始ま
りガラスの物性低下に関するメカニズムの解明
やその向上に関する研究が多く報告された。ま
た，その日の最後には日本電気硝子の山崎様か
ら「ガラス造形・工芸とガラスの科学」といっ
たタイトルでご講演があった。これまで工芸品
のガラスに触れる機会があったが，その際に使
用されているガラスの組成などに注目して考え
たことがなかったため新たな視点を得たようで
非常に興味深かった。工芸ではガラスを液体の
状態で加工をするため，融点や粘度が非常に重
要であるとのことで，これらの物性はガラスの
組成比などを変えることによってコントロール
しているとのことだった。普段製品として利用
している際には目に触れられないところで，企
業や工芸士の方々がそのような見えない努力を
続けられていることに感銘を受け，特に内ひび
貫入萩ガラスの技術は印象深かった。このガラ
スでは物性の異なる 2 種類の材料を使用するこ
とで 3 層構造を作り出し，使用時に内部に発生
する応力によって 2 層目のガラスのみ亀裂を発
生する仕組みとなっており，この亀裂が味わい
を演出するとのことだった。これらの作品を創
り出す発想とそれを実現させる技術については
非常に印象深かった。会場内には実際に吹きガ
ラスをされる方が多数おり，質疑の時間にはそ
の 3 層構造を造り出す技術などについて活発に
議論されていた。
　 2 日日の 15 日㈭は午前に計算科学を用いた
ガラスの構造解析に関する発表があり，午後に
はガラスの合成や評価を中心とした発表が多く
あった。午後の最初には広島大学の佐藤先生か
ら「シリカガラスの高圧挙動」といったタイト
ルでご講演があり，高圧力を印加した非晶質物
質における永久高密度化や配位数の変化に関す
る紹介があった。非常に初歩的ではあるが，同
じ高密度ガラスを研究する私にとっては高密度
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化した試料に対してどのような測定が効果的で
あるかを学べたことは今後の研究を進める上で
の指針となったほか，相転移なども含めた高圧
時のガラスの構造変化について改めて興味深く
感じた。
　最終日の 3 日目は結晶化ガラスやリン酸塩系
のガラスに関する内容を中心に講演が行われ
た。途中ネットワークのトラブルに見舞われつ
つも，無事全発表が終了した。
　個人としては 2 日目に発表させていただき，
約 2 年ぶりとなる対面での学会発表だったが，
伝えたい内容や時間調整については後悔なく行
うことができた。しかし，発表後にいただいた
二つの質問のうちの一つは，発表前から予想が
できた質問であったにも関わらず，その質問に
対する準備ができておらず明確な回答をするこ

とができなかった。発表終了後も回答できなか
ったことに対する後悔が残ったが，今回のこと
を内省して今後も研鑽を続けていきたいと感じ
た。
　最後に私が今回の秋季大会で無事発表終える
ことができたのはひとえに指導教官である物
質・材料研究機構の小原先生や東京理科大学の
北村先生並びに共同発表者の皆様のおかげであ
る。また，私の稚拙な発表に対してご質問いた
だいた産業技術総合研究所の正井先生や AGC
株式会社の吉田様にお礼を申し上げるととも
に，ハイブリット開催といった非常に大変な中
で本秋季シンポジウムを開催してくださった皆
様に感謝の意を表して本報告を終えさせていた
だく。

会場となった徳島大学常三島キャンパス

47

NEW GLASS Vol. 37 No. 137 2022


